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日
本
列
島
に
停
滞
す
る
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ
り
、
長
野
県

内
で
は
７
月
の
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
中
南
信
を
中
心
に
雨
が

降
り
続
き
、
飯
山
市
で
も
７
月

19
日
未
明
か
ら
千
曲
川
が
飯
山

観
測
点
で
警
戒
水
位
を
超
え
、

支
流
で
も
水
位
が
上
昇
、
流
域

の
飯
山
・
秋
津
・
木
島･
太
田

･

常
盤
・
岡
山
地
区
な
ど
で
は

地
元
住
民
や
消
防
団
、
飯
山
市

建
設
業
協
会
な
ど
が
夜
明
け
前

か
ら
内
水
排
除
や
堤
防
の
漏
水

な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
18
日
よ
り
警
戒
体
制

に
入
り
、
19
日
未
明
に
警
戒
一

次
配
備
、
同
日
朝
に
は
警
戒
本

部
を
設
置
し
、地
区
や
消
防
団
、

建
設
業
協
会
な
ど
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
現
地
の
作
業
や
情

報
の
収
集
・
伝
達
な
ど
の
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

千
曲
川
の
水
位
は
夜
が
明

け
て
か
ら
も
上
昇
を
続
け
、
19

日
昼
過
ぎ
に
は
飯
山
観
測
点
で

８・６
メ
ー
ト
ル
の
危
険
水
位
を

突
破
、
午
後
７
時
に
は
９
・
75

メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、
昭
和
58

年
の
台
風
10
号
災
害
（
柏
尾
・

戸
狩
堤
防
が
決
壊
）時
に
次
ぐ
、

過
去
２
番
目
の
高
水
位
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

千
曲
川
堤
外
の
田
畑
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
完
全
に
冠
水
し
、
支

流
で
も
秋
津
地
区
・
太
田
地
区
・

岡
山
地
区
な
ど
で
内
水
が
あ
ふ

れ
、
一
部
地
域
に
は
避
難
勧
告

も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
的
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

気
象
庁
は
、
７
月
15
日
か
ら

24
日
に
発
生
し
た
今
回
の
豪
雨

に
つ
い
て
、『
平
成
18
年
７
月
豪

雨
』
と
命
名
し
ま
し
た
。

 

平
成
18
年
７
月
豪
雨

支払課名等 通帳に記帳されるコメント
各種福祉医療(担当：保健福祉課) イイヤマシフクシイリヨウ
老人高額医療 ( 担当：市民課 ) ロウジンコウガクイリヨウ
児童手当( 担当：子ども課 ) ジドウテアテイイヤマシ
議会事務局 イイヤマシギカイ
庶務課 イイヤマシシヨムカ
選挙管理委員会事務局 イイヤマシセンキヨカンリ
監査委員会事務局 イイヤマシカンサイインカイ
会計課 イイヤマシカイケイカ
企画財政課 イイヤマシキカクザイセイカ
人権政策課 イイヤマシジンケン
税務課 イイヤマシゼイムカ
旅産業室 イイヤマシタビサンギヨウ
市民課 イイヤマシシミンカ
生活環境室 イイヤマシセイカツカンキヨウ
保健福祉課 イイヤマシホケンフクシカ
総合福祉センター イイヤマシフクシセンター
福祉企業センター イイヤマシキギヨウセンター
地域包括支援センター イイヤマシホウカツシエン
農林課 イイヤマシノウリンカ
商工観光課 イイヤマシシヨウカン
道路河川課 イイヤマシドウロカセンカ
都市計画課 イイヤマシトシケイカクカ
新幹線駅周辺整備室 イイヤマシエキシユウヘン
上下水道課 イイヤマシスイドウ
子ども課 イイヤマシコドモカ
　　飯山小学校 イイヤマシイイヤマシヨウ
　　秋津小学校 イイヤマシアキツシヨウ
　　泉台小学校 イイヤマシイズミダイシヨウ
　　常盤小学校 イイヤマシトキワシヨウ
　　木島小学校 イイヤマシキジマシヨウ
　　東小学校 イイヤマシヒガシシヨウ
　　戸狩小学校 イイヤマシトガリシヨウ
　　岡山小学校 イイヤマシオカヤマシヨウ
　　飯山第一中学校 イイヤマシダイ１チユウ
　　飯山第二中学校 イイヤマシダイ２チユウ
　　飯山第三中学校 イイヤマシダイ３チユウ
生涯学習課 イイヤマシシヨウガク
市民会館 イイヤマシシミンカイカン
管理学習課 イイヤマシカンリガク

　現在、市では皆様の口座へ支払い時に、はがきにより支払案
内をお送りしていますが、１０月１日より、支払口座の通帳に支払
課名等を印字し、はがきによる案内を省略させていただきます。
　なお、各種医療費の支払い、税金・上下水道料金等の還付
の支払いは、現在と同様にそれぞれの担当課より案内をお送り
します。通帳への各課等の印字名は、下表のとおりです。この内
容等について不明な点は、会計課までお問い合わせください。

10 月１日より
 市からの支払案内を
 　通帳印字に変更します

被害の状況
住宅　床上浸水３戸、床下浸水 10 戸
住宅以外（車庫 ･ 倉庫物置・空家等）　14 戸
避難勧告世帯　29 世帯

（伍位野８世帯、関沢1、今井 1、大深 19）
道路通行止め
◇市道：９か所（冠水・土砂崩落により）
◇国･県道：3か所（冠水により）
堤防漏水　9か所（樽川・千曲川）
内水対策　6か所
上下水道
◇下水関係：受電設備水没 1か所（川面）
◇　 〃 　  ：マンホールポンプ機能停止1か所（関沢）
その他：水路およびマンホール３か所からの出水
ＪＲ：豊野～越後川口間運転見合わせ（7月19日）
農地：144ha（湛水、7月26日現在）
学校：小中学校 6 校が休校（うち5 校午後繰上休校）
高校 4 校は休校
保育園：2 園休園（うち1園は午後休園）

千
曲
川
の
水
位
は
昭
和
58
年
に
次
ぐ
史
上
２
番
目
の
高
水
位
に
・・・

今
井
川
の
内
水
排
除
に

千
曲
川
河
川
事
務
所
の
排
水
ポ
ン
プ
が
活
躍

　

千
曲
川
へ
流
れ
込
む
市
内
の

支
流
は
、
千
曲
川
の
水
位
上
昇

に
伴
い
内
水
が
上
昇
し
、周
辺
の

家
屋への
浸
水
や
道
路
の
冠
水
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
太
田
地
区
の
今
井
川
で
は
７

月
19
日
、
雨
に
よ
る
増
水
の
た

め
、
朝
か
ら
警
戒
に
あ
た
っ
て

い
た
消
防
団
、
建
設
業
協
会
、

市
な
ど
で
消
防
ポ
ン
プ
や
急

き
ょ
手
配
し
た
リ
ー
ス
ポ
ン
プ

３
台
を
使
い
対
応
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昼
過
ぎ
に
は
市
の

要
請
に
応
じ
て
国
土
交
通
省
千

曲
川
河
川
事
務
所
の
排
水
ポ

ン
プ
車
が
到
着
、
２
台
の
大
型

排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
内
水
排
除

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

排
水
作
業
は
徹
夜
で
行
わ

れ
、
翌
朝
６
時
の
終
了
ま
で
の

河
川
事
務
所
の
ポ
ン
プ
に
よ
る

　

 

岡
山
地
区
桑
名
川
で
も
千

曲
川
か
ら
の
水
が
集
落
に
迫
り

消
防
団
が
土
の
う
積
み
作
業
を

行
っ
た
。

概
算
排
水
量
は
５
万
６
７
０
０

㎥
で
、
13
戸
の
浸
水
家
屋
軽
減

効
果
が
あ
り
ま
し
た
（
千
曲
川

河
川
事
務
所
資
料
よ
り
）。

　

こ
れ
ら
懸
命
の
作
業
に
よ

り
、
人
的
な
被
害
は
な
く
、
浸

水
な
ど
も
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
と

し
て
は
一
級
河
川
今
井
川
の
河

川
管
理
者
で
あ
る
県
に
、
更
な

る
内
水
対
策
を
要
請
し
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

△国土交通省の排水ポンプによる排水

△今井川の増水で大深の住宅が浸水

　

 

６
月
に
ポ
ン
プ
が
２
台
増
設

さ
れ
た
ば
か
り
の
、
河
川
事
務
所

広
井
川
救
急
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ

も
フ
ル
稼
働
。
被
害
を
軽
減
し
た
。

（
手
前
２
つ
が
増
設
し
た
も
の
）

△千曲川の増水により常盤や木島で
は堤防から漏水。消防団が『月の輪
工法』などで対応を行った。

△岡山地区下境では千曲川の増水で
低い部分の畑や道路が冠水した。

※
通
帳
に
よ
っ
て
は
す
べ
て
の
コ
メ
ン
ト
が
印
字
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。


